
プロローグ 

 

……ひゃっ！？ 

……ぁ、あの、なんですか、急に……。 

腕、放してください……。次の講義、急いでて……。 

……え。震えて……。学生、証？ 

でも、ちゃんとしまって……あれ？ ない……。 

ちょっと、中身、見ていい……？ 

……ほんとだ。まひろの……。 

あ、ありがとう……！ 

音楽聴いてたから、落としたの、全然気づかなくて……。 

……そっか、きっと……声、掛けてくれたんだよね。 

なのに、全然反応しないから……腕、掴んで……。 

ごめんなさいっ。 

いつもみたいな、強引なナンパなのかなって……勘違いしちゃって。 

……あの、優しいん…だね♪ 

……だって、無視したみたいになっちゃったのに、 

わざわざ追いかけて……引き留めて、くれて。 

さっきみたいに、勘違いされて、セクハラとか痴漢とか…… 

色々、言われるかもしれないのに……。 

全部、まひろの、ために……♪ 

……そうだっ、良かったら連絡先……とか♪ 

ライムやってる？ 

あ、あれ、ちょっと、待って。 

……いや、でも、ちゃんとお礼を……。ああぁ……っ。 

……嘘、行っちゃったぁ……。 

……誰、だったんだろう……。 

先輩、かな……。あぁ……失敗したぁ。 

いきなり連絡先とか……。 

せめて学部だったり、サークルのこと聞いておけば……。 



でも……同じ大学なのは間違いないし……。ふふ……ふふふ♪ 

やぁっと見つけたぁ……♪ 

まひろのぉ……運命の人ぉ……♪ 


